
第４学年 音楽科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）14:35～15:20

授業者：桑原 郁子

場 所：音楽室 対象児童：４年３組児童

１ 単元名 「音の重なりを感じ取ろう」

２ 単元の目標 ・旋律や音が重なり合う響きを感じ取りながら，思いや意図をもって表現したり想像豊かに聴いたりする。

・互いの歌声や楽器の音を聴き合いながら，気持ちを合わせて演奏する。

３ 本時の指導

本時のねらい ・旋律が重なり合うおもしろさを感じ取り，互いの歌声を聴き合ってより美しく響かせられるよう歌い方の工夫をする。

目指す児童の姿（表現） ・音の重なりを美しく表現するための歌い方の工夫について，自分の思いや意図を記述し，発表し，歌で表現しようとする。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 自作スライド「音楽のことばたち」に追記

された感想を確かめながら，前時に聴いた曲

（鑑賞曲「ファランドール」）の, 旋律の重

なり合いのおもしろさを思い起こす。（２分）

２ 前時に学習した二つの旋律の特徴や歌い

方の工夫を思い起こす。（３分）

３ 本時の課題を知る。（２分）

(曲名「パレードホッホー」高木あきこ作詞 平吉毅州作曲）

４ 重ねて歌うときの歌い方の工夫について

の自分の思いや意図をカードに記入し，発表

する。（10分）

５ グループを作り，その思いが実現するよう

に練習する。（13 分）

６ 各グループごとに， 自分たちの考えを言

葉で述べてから歌の発表をする。違うグルー

プからの感想を聞くことで自分たちの思い

が伝わったか振り返る。（15 分）

次のように，自分の思いや意図を説明し，

その実現のために工夫しながら歌う。

・○○さんの考えと同じです。さらに重ねる部

分ではイのせんりつがより響くようにアを少

し小さめに歌います。

・○○さんの考えと同じです。両方のせんりつ

の良さを生かすために同じぐらいの音の大き

さで歌います。

【課題提示の段階でのＩＣＴの活用】

・音楽を構成する要素となる用語を意識させ,

音楽に適した言語表現に慣れさせるために，児

童がこれまでにカードに記述した言葉を，プレ

ゼンテーションソフトを使用した自作スライ

ド「音楽のことばたち」に蓄積しておく。

・どの要素に着目するかを確認するために，そ

のスライドを見せる。

【児童の話し合いによる歌唱表現を深めるた

めの指導】

・カードの記述をもとに，各グループごとに，

思いを意識して練習させる。

・互いに気づいたことを話し合い，より美しい

響きになるようグループ練習させる。

・聞き手のの意見も取り入れてよりよい歌い方

を工夫する。

・○○さんのようにきれいに歌うために工夫す

るのはいいと思います。さらに重ねるときはバ

ランスが良くなるようにお互いの声をよく聴

き合うといいと思います。

旋律の重なりを感じながら，きれいに楽しく歌

おう

・アのせんりつの歯切れ良さを出すためにスタ

ッカートに気をつけて歌います。

・イのせんりつののびやかさを表すために息を

いっぱい吸ってたっぷり伸ばして歌います。


